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第38次南極地域観測隊の概要
山 内 恭
第1次観測隊の出発か らちょうど40年,この記念すべ
き時,1996年11月14日,第38次観測隊は多 くの使命を
携えて,東京晴海埠頭から出発する,観 測隊を構成する
メンバーは,夏隊がこれまでより2名増えて18名,越冬
隊40名と,併せて58名.それに総合研究大学院大学極域
科学専攻学生2名,オ ース トラリア国立大学および中国
極地研究所からの交換科学者2名,産 経新聞および週刊
文春からの報道関係者2名からなるオブザーバ6名を併せ
て総計64名の大所帯である(本 紙別記事参照).筆者は
昭和基地での越冬隊長を兼ね,国 立極地研究所の山岸久
雄氏が夏隊長を,また,気 象庁の金戸進氏が越冬副隊長
として内陸 ドーム観測拠点の リーダーを務める.女性隊
員の参加は珍 しくな くなったが,夏 隊員 ・オブザーバの
中の2名が女性であるというのは初めての経験である,
さて,地球環境の問題が単に科学の世界のみならず,経
済の,そ して政治の最重要課題 として浮かび上がってき
た今日,南極 もその流れの外ではあり得ない.い や南極
でこそ,そ の先駆 として,こ れまでも様々なグローバル
な気候 ・環境変動の研究,観 測が行われてきた.40年目
を迎えた南極観測にとって,そ の役割はますます大 きく
なっている.
こういう状況の中,第38次観測隊は,南極観測第V期
5か年計画の初年度として新 しい計画を加えてのスター
トである.研 究観測が,こ れまでとは違って"プ ロジェ
ク ト観測"と"モ ニタリング観測"の2本 立てに組み替
えられた.こ れに伴 って一部の定常観測もモニタリング
観測 として位置づけられるようになった.短 期的に1つ
のテーマについて集中して総合的な観測を行うものを"プ
ロジェク ト観測"と したのに対 し,そ う大掛かり,総合
的でなくとも,長期間,10年スケールでデータを取 り続
けることに意味がある研究観測を"モニタリング観測"と
位置付けた,特 に現在,地 球環境問題の解明を目指 して
南極の果たす役割が大きくなっているが,その中でも,南
極 はこのグローバルな地球規模の環境変動を監視するの
に最 も適 した場 所であ る.
地球温暖化 の関連で最 も重 要 な大気 中二酸化炭 素濃度
の観 測 をは じめ とす る大気微量 成分 モニ タ リング,氷 床
の盛衰 を調 べる氷床氷縁 ・表面質量収支 モニ タリング,海
氷 ・海洋モ ニ タリング,ペ ンギ ン ・アザラ シ個体 数 を調
べ る大 型動物 モニ タ リング,土 壌 藻類 ・細 菌 を含 む陸上
生態系 のモ ニ タリングが行 われる.ま た,こ れ まで定常
観測 であ った船 上での海洋生物 モ ニタ リング,地 震 ・地
殻変動 のモ ニ タ リング,同 じくオー ロラや地磁気3成 分
観測 を含む電磁 ・粒子エネルギー流入のモニ タリング,さ
らに共 通分野 の地球 観測衛星 デー タ受信 に よるモ ニ タリ
ング等 々が挙 げ られている.
プロジェク ト研究 観測 はこれ まで同様4つ の研 究分野,
宙空,気 水圏,地 学,生 物 ・医学 に関 して盛 り沢 山の計
画が なされている.
東南 極 リソス フ ェアの構 造 と進 化研 究 計画 一シ ール
(StruCture　and旦volution　of　East　Antarctic　L thosphere　)
計画 一とい うこ とで,昭 和基地 よ り東方約600kmのアム
ンゼ ン湾沿岸の露岩域 で地質 ・地形調 査 を実施す る.こ
の 地域 は約40億 年 前 とい う地球最古 の 岩石 がみ つか る
「ナ ピア岩体」 か ら成 り,地 球太古の歴 史を調べ るの に最
適な場所 となってい る.岩 石資料採集や地 質野外調査,堆
積物資料採 集や地形 野外 調査 を行 うことで,大 陸の形 成
過程や,そ の後の変遷 を明 らか に しよう としている,
この地域の調査の ため7名 の隊員(オ ブザーバを含む)
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が キャンプを しなが ら2か 月以上 にわたって滞在す る.そ
の ため,し らせの 昭和 基地への往路,12月 中旬に隊員 を
送 り込 むべ くアム ンゼ ン湾 に立 ち寄 る.こ れ まで も,し
らせ は2月 半 ば過 ぎ,帰 路 に立 ち寄 った経験 はあ るもの
の,往 路12月 中旬で は,ま だ海氷 の張 り出 しが大 きく,
流 氷帯 を横 切 りヘ リコプ ター飛行 の可能 な地 点 まで進 入
で きるか否かが,大 きなポ イ ン トとなる,特 に,こ の 後
に昭和基 地方面の主 オペ レー シ ョンが控 えている とい う
こ とで,こ の アム ンゼ ン湾 オペ レー ションの成否が,今
年 の夏オペ レーシ ョン全体 を左右 す る とい う,大 変難 し
い38次 の計画であ る.
20万年 に もお よぶ過去の気候 ・環境変動 の解 明 を目指
して,内 陸 ドームふ じ観測拠 点 にお いて氷床 コアの深 層
掘 削が第36次,37次隊 にて行われて きた.現 在 この小稿
を執筆時点で,掘 削深度 は既 に2200mに達 してお り,氷
河 期 を越え前の間氷期である15万 年 に達 してい るはずで
あ る,3年 目の38次越 冬隊 は この掘削 を継続 し,深 さ約
3000mの基盤岩 まで到達 して総仕 上げ と したい との計画
であ る.
38次隊で は,こ の深 層掘 削 に加 えて,氷 床 ドーム上 の
大気 の観測 も 「南極 大気 ・物 質循 環観測 計画」の 一環 の
重要 な柱 と して実施 する.南 極 の大気 を調べ るの に,こ
れ までの沿岸基 地での観測で は不 十分 で高度の高 い内陸
高 原上のデ ー タが必 須であ る ことは言 うを待 たない.こ
れ まで に調べ られた大気微量 成分,エ ア ロゾル等 々の物
質の循環 に とって,内 陸域 の大気 は特 徴的 な場所 にな っ
てい ると指摘 されてい る,低 緯度 か ら成層圏 を通 って輸
送 され た物 質が,こ こで 成層圏 か ら対流圏 に運 ばれ,雪
面に降 り積 もり,さ らに氷床 コアの中に取 り込 まれる,こ
れ らを解 明する こ とは,氷 床 コア解析 の裏付 けに もなる
ものであ る.こ の 目的で,新 しいGPSゾ ンデによる高層
観測 を行い,大 気循環 と大気構 造の関係 を調べ,エ アロ
ゾルゾ ンデや ラ イダーに よる観 測でエ アロゾル粒子の鉛
直分布 を調べ る.さ らに,放 射 観測や赤外 画像観測で雲
と放射,大 気循環場 との 関連 を調べ,こ れ らを総合 して
内陸域 における大気中物 質の輸送過程の解明 をめざす.高
度3800m,平均気温 一54℃ とい う大 変厳 しい環境 の中で
の観 測で はあるが,ド ームふ じ越冬最 終年 にあ た り,日
本 隊 と して貴重なチ ャンスである.
この他,大 型短波 レー ダによる大規模電離層電場観測,
超伝 導重力計 による観測,湖 沼水 ・湖沼底質調査,あ る
いは夏期のペ ンギ ン採餌 行動 調査,中 層 フロー トの放流,
セデ ィメン ト・トラ ップの係留等 々が プロジェ ク ト観測
と して計 画 されている,航 空機 を利用 しては,上 空大気
のサ ンプ リング,エ アロゾル ・水蒸気 の鉛直断面観測,氷
河 ・氷縁 や海氷 のモニ タ リング,大 型動物 セ ンサス等 々
を計画 した.37次 隊で ピラタス機 は持 ち帰 るため,セ ス
ナ機1機 によりこれ ら多 くの観測 を実施することになった,
また,定 常 観測 と しては,夏 期の海 洋物 理 ・化学観測
としてXBTや 漂流ブ イによる観測,海 底地形調査 を行 う.
電離 層観測,測 地観測,潮 汐観測 のほか気象観測 では地
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上気 象,高 層気 象観測,オ ゾンホ ールの把握 に重要 なオ
ゾ ンの総合観測 を地 上か ら成層圏 まで にわた って実施 す
る,
これ ら多 くの観 測 を支 えるのが設営の 活動 であ る.夏
期 の建設作業 と して,昭 和 基地整備 計画 にの っと り新 し
い居 住棟 を建設す る.こ れは2階 建 て,延 べ21室 か らな
る.大規模 な建物で個室の面積が これ までの5m'から7㎡ に
広 くなった り,女 子用 を含 む トイ レ設備 が併設 されるな
ど,居 住環境 の改善 がはか られ る.そ の他,環 境保 全 を
目指 して汚 水処理棟 の建設が行 われ る,環 境 保護 につい
ての努力 は,南 極 条約 に基づ く環境保護 議定書の 制定 と
呼応す る もので ある,ま だ全て の国の批 准が完了 してい
ない ため,議 定書 の発効 には至 っていないが,廃 棄物 持
ち帰 りな どその精神 にの っとった活動 が期待 されている.
そ のほか に も,非 常 発電機 や太 陽光 発電装置 の設 置,観
測 関係 の大型短 波 レー ダア ンテナ建 設や衛星 関連 のア ン
テナ建設等 々 も含『めて,2000人11に近い作業量 を1か 月
強 の間にな さねばな らぬ,厳 しいオペ レー シ ョンである,
事 故 を起 こ さぬ よう,安 全には最大級の注意 を払 わ なけ
れば な らない,そ の他,昭 和 基地内 にローカルエ リアネ
ッ トワーク　(LAN)が整備 され ることで,ネ ッ トワーク
環 境 は著 しく向 上し,イ ンター ネッ トによる国内 との デ
ー タのや りと りや電子 メールの交換 が私用 を含み大い に
盛 んになる と期 待 されて いる.
さて,こ の よ うに,観 測 ・設営 を含め て実 に多 くの仕
事 を抱 えていなが ら,隊 員数は限 られてお り,1人 で多 く
の仕事 を担 当せ ねばならない.こ れ は南極 観測40年 を通
じてのH本 隊の特徴であ り,1人 当た りの仕事量 とい う意
味 では大変効率 が高い.莫 大 な機動 力 と多数の設営 隊員
を導入 し,厳 密 なる分業体制が明確 なア メリカの南極観
測 シス テム等 と比べ る と著 しい相違 である,こ の ために
は,「観測が大事」,「いや設営の方が大切」 といったセ ク
ト主義 はと らず,預 か った仕事総体 として観測隊一 同で
担 うとい う立場 で分 野を越えた協力が不可欠で ある.
しか し,こ の,か つての南極隊員に要求 されて きた 「観
測系隊 員のが まん」,「設営隊 員の献 身」 も限界 に来 てい
る感が強い,南 極観測40年の継続 を喜ぶ よ り,こ の際に
新 たな変革 を求め るべ きではないだろ うか,隊 員募 集の
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難 しさか らも痛感 してお られ る方 も多いはず だ.そ の た
め には,航 空機による人員輸送,観 測隊体制の見直 し等 々
世 の中の状 況 に即 した見直 しが求 め られて いる.ま す ま
す重要性 を増 した南 極観測 を進め てい くにはそ うせ ざる
を得 ない,40年 目の曲が り角の苦 しみ の時 に来 てい るの
で はなかろ うか.
観測 船 「しらせ」 は,帖 佐 正和艦長 の下174名の乗 員
に運航 され第38次南極行動 を実施す る.今 年 もあの晴海
埠頭 で多 くの見 送 りに囲 まれ盛大 な出港が祝 われ ること
だろ う.美 しい,ロ マ ンテ ィ ックな感動的 な光景 ではあ
るが,「南極観測」 も,も はや,そ ういう時代 ではな くな
ってい るこ とを認識 し,新 しい時 代 を踏み出 さねば なら
ないので はないだろ うか,出 発 まで残 りわず かな忙 しい
日々の中でふ と頭 をよぎった勝 手な思い を記 して,例 年
の隊長の報告 とはい くぷ ん趣 を異 に した小稿 の結 びと さ
せてい ただ きたい.極 地研究所 内外 の皆様方 の ご支援 を
感謝致 します.
〔第38次南極地域観測隊長,
国、1ろ極地研究所南極圏環境モニタリング研究センター教授}
第16回南極地学 シンポジウム
1996年10月15日と16日の2日 間,国 立極地研 究所 講
堂で第16回 南極 地学 シ ンポジウムが行 われた.参 加者 は
両 日で81名,11の セ ッシ ョンに分かれ,39件(当 初40
件だ ったが1件 キ ャンセル)の 口頭 発表 と9件 のポス ター
発表があ った.今 回は外 国の研究者の参加は なか ったが,
イン ドか らの留学生4名 が参加 した.1件 の口頭 発表時 間
は12分,質 疑応答 は3分 で,地 形(ll件),地 球物理(9
件),地 質(19件),.占地磁気学(4件)そ れ に海底 の地
学(5件)の 分野 で南極大陸や関連す る地域 の研 究成 果の
発表 と活 発な質疑応答が行 われた,開 会 に先立 ち平澤極
地研究所 長か ら挨拶があ り,南 極 地学 シ ンポ ジウムの成
果 と,新 た に始 まるSEAL計 画へ の期 待が述べ られ た.
また1日 目の講演 が終 了した後,例 年 通 り懇親 会が 開か
れ,こ こで も活発 な討議が 行われた,以 下 に各 分野 で 発
表 され た トピックスのい くつか を紹介する.
地 形:
リュ ッォ ・ホ ルム湾岸 の所 々に薄い海成堆積物 が分布
し,階 段状 地形 を示 している.こ の よ うな地形 は昭和基
地周辺 では標高20mあ るいは35m付近 まであるとい われ
ている.リ ュツ ォ ・ホルム湾北 部の ラ ングホプデ とスカ
ルブス ネスで は隆起海浜堆積物,堆 積 構造,そ れに 貝化
石 を用 いた1℃ 年代 な どの研究 か ら海面変 動 史が研 究 さ
れ,3～4万 年前 と5000年前 に海水面が ヒ弄 した こ とが
報告 された.し か しリュツォ ・ホルム湾南 部では3～4万
年 を示 す.占い貝化石 は発 見 されず,両 者間 で大陸氷 床か
ら開放 された時期の違いがあ った可能性が指摘 された,
37次夏隊 で行 われた りーセル ラルセ ン山麓の リチ ャー
ドソン湖周辺の地形学的調査結果 につ いて も報告 された.
海面か ら18mの高 さにあ るリチ ャー ドソン湖 は昭和基地
付 近で見 られる最 も高い階段状地 形の標高 に近 く,こ の
湖 底に海進 ・海 退の歴 史が記録 されてい る"∫能性 も指摘
された.38次 隊か ら本格的 に調査 される リーセル ラルセ
ン山周辺の地形調査の重要性をアピールする発表でもあった,
地 質:
地質学的調査 は七 一ル ロンダーネ山地か らエ ンダー ビ
ーラ ン ドに至 る広 い地域 の地 質学 的,岩 石年代学 的な発
表 があ った,ま た,東 南 極大陸 とかつて接続 していた と
考え られ る イン ド亜大 陸や ス リラ ンカについ ての同様の
発表 もあった.
セー ルロ ンダー ネ山地の 地質構 造 発達 史につい て7つ
の変動 ステー ジが報告 されて きたが,絶 対的 な年 代 目盛
りは十分で はなか った.本 シンポジ ウムでは.ヒ下 限の絶
対年代の確立が明 らかにされ,最 古 の貫入岩 か ら9.55億
年,最 も新 しい変成年代 が5.38～5.44億年 と報告 された.
アム ンゼ ン湾 にあ る リーセ ルラルセ ン山f-・J'近は地球 で最
も古 い地塊の1つ で,39億 年 の年代 を示す岩石が 分布 し
ている,こ の岩 石 は占いだけで な く極めて高 い温 度 と圧
力で形成 され た特 異 な岩石で もある,こ の 岩イiを構 成す
る鉱 物の特徴,変 成温 度,変 成年代等 の基礎的 な研 究成
果が 発表 され,38次 隊 以降の本格調査の基礎 となる研 究
報告 が行 われ た,イ ン ド ・ス リラ ンカの岩石 につ いては,
地質構造,鉱 物組 成,岩 石年代の研究 が報告 され,リ ュ
ツ ォ.・ホ ルム湾岸 やエ ンダー ビーラ ン ドの 岩石 との類似
性が 報告 された.こ の結 果は 東ゴ ン ドワナの地 史を解明
する 上で重要 な役割 を果たす もの と期待 され る.
古地磁気学:
リーセ ル ラルセ ン山西方地域か ら採 集 され た玄 武岩の
.占地磁 気学的研究 で は高温成分の残留磁 化 と低温 成分の
磁化が測定 された.低 温成分は最近獲得 された磁化で,高
温成 分は.占い磁化 で ある可能性が指摘 された.そ して ゴ
ン ドワナ ノく陸で の南極 一オー ス トラ リアの関係 とオー ス
トラリアの極移動 曲線 から,こ の高温成分 は10～12億年
前に獲 得 されたn∫能性 が高い ことが報告 された.イ ン ド
東部 に分布するラジマール トラ ップ と呼ばれる岩石は,南
極 とイ ン ドが1.3億年 前に分裂 するとき形成 され,そ の時
磁極 の位:置は現 在の ニュー ジーラン ド付 近 にあ った こと
や,当 時の磁場 強度な どについて も報告 された.
一
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第16回 南極地学シンポジウムのポスター セッション
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固体地球物理:
35次隊か ら連続観測 に入 った超伝導重 力計に よる重力
測定 では,精 度の高いデー タと絶対重力 との対比 か ら,地
球の流体核共 鳴現 象 を よ り正確 に求め られ る可 能性 が出
て きた.こ れ には海洋 潮汐 モデルの改良が必要 で,こ の
方面の研 究の重要性が指摘 され た.過 去15年 間 に東 オ ン
グル 島で観測 され た水準 測量 の結 果,各 測点 間で傾 斜運
動は なか った ことが報 告 された.し か し,海 洋潮 汐のデ
ー タはこの期 間昭和基 地は5～6cm隆 起 したこ とを示 し
てお り,こ の地域 のブ ロック化 した地塊が垂 直に上昇 し
た可能性 が指 摘 され,海 岸 地域 で見 られ る階段状 地形の
成因 と対比 された.こ の他,昭 和基地で の地 震の観測 に
基づ く地球 内部 の不均 質構造 や イン ド洋 の震 源分布 な ど
の話題 も報告 され た.
海底の地学:
第37次 隊で見つか った南 イン ド洋 の海 山についての報
告が あった.こ の海 山は南緯56°59.41',東経98°5.51'に
あ り,海 底4400mの平 坦 面 か ら突 然直 径20km,高 さ
3400mの山が襲 え立 ってい る.ま た石油公 団が1995年か
ら1996年に行 ったT且95航海で得 られた ロス海 ビク トリ
ア海盆 の地 質地球物理学調 査結果 について も報告が あ っ
た.こ の地域 の堆積構造 や高 い地殻熱流量 な どが得 られ,
最 近の火成活動 の影響 を受 けているこ と等が判明 した.
なお,こ の シンポジウムで発表 された研究成果 は,例
年 通 りProceedings　of　the　NIPR　Symposium　onAntarctic
Geosciences,No.10として 997年に刊 行す る予 定である.
第20回極域における電磁圏磁気圏
総合観測シンポジウム
1996年11月19・20日に標記 シ ンポジ ウムが極 地研 講
堂 において開催 された.
中間圏か ら熱 圏,プ ラズマ 圏,磁 気 圏,太 陽風 にまで
至 る幅広い研究 領域の発 表が以下 の8つ の セ ッシ ョンに
分 かれて行 われた.
第V期 五か年計画をにらんだ発表があった.
昨年度から本格的に運用の始まったHF'レー ダー,計
画中のEISCATレー ダーに関する発表は8件行われ,こ
れまでの研究成果と今後の方針 ・研究計画について活発
に議論がなされた.　HFレーダーは西半球の極域に広がる
国際的なレーダーネットワークの一員であ りグローバル
な視野からの研究が期待されている.
光学観測については,新 開発の高感度全天カメラによ
るオーロラ ・大気光観測計画,高 時間空間分解能カメラ
によるオーロラ微細構造観測計画など新しい観測装置に
よる研究発表が 目を引いた.ま た最近のオーロラ ・電磁
波動現象等に関する研究成果,さ らに計算機シミュレー
ションによるアプローチなどの報告があった.
以上の ように研究領域は年々ひろが りを見せておりグ
ローバルな物理現象を扱 う必要性が ますます高 くなりつ
つあるように思われた,今 後は極域のみならず低中緯度
域も含めた視点か らの観測 ・研究が重要となることが予
想される.ま た今年は博士課程を中心に学生の参加が増
加 した.研 究の実質を担 う学生の参加を歓迎すると同時
に,遠 隔地の修士課程の学生なども参加 し易いような仕
組みをさらに充実させる必要があるように感 じる
1.中間 圏 ・熱 圏 ・電 離 圏
2.実験 ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
3.　Super　DARN,　Eiscatレー ダ ー
4.ポー ラ ー カ ス プ/キ ャ ッ プ
5.オー ロ ラ
6.電磁 波 動
7.太陽 風 ・磁 気 圏
8,共役 性
発表件数は全48件であ り,今回はポスター発表は行わ
ずすべて口頭にて行った.
今回のシンポジウムでは,い ろいろな新 しい観測手法
の導入の紹介があ り,これまで以上 に超高層物理学にお
ける研究領域が拡大 しているという印象を受けた.
中間圏 ・熱圏 ・電離圏のセ ッションでは来年度からの
第39次観測隊長 ・副隊長決まる
第109回南極地域観測統合推進本部総会が11月13日,
東京全 日空ホテルで開催 され,第39次南極地域観測隊長
及び同副隊長が次のとお り決定 した.
○隊長(兼 越冬隊長)
澁谷 和雄
昭和23年5月12日生
国立極地研究所南極圏環境モニタ
リング研究センター教授
極地歴:【 南極地域観測隊】
第21次越冬隊
第28次越冬隊
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○副隊長(兼夏隊長)
森脇 喜一
昭和19年3月25日生 一
国立極地研究所研究系助教授 鴨 〆一 ・醐:灘 謹隊】
d艶L
第18次越冬隊
第22次越冬隊
第26次夏隊
第27次夏隊
第30次夏隊
第38次南極地域観測隊出発
第38次南極地域観測隊を乗せた南極観測船 「しらせ」
は,11月14日正午,家 族や関係者多数の見送 りを受け,
東京港晴海埠頭から南極へ向け出発 した.
第38次隊は,12月上旬南極圏に入 り中旬にはアムンゼ
ン湾 に到着,リ ーセル ・ラルセン山露岩域に地学調査隊
を送 り込み,12月下旬には,夏 期建設要員 と物資 を昭和
基地へ,ま た,ド ームふ じ観測拠点要員と物資87トンを
S16へ輸送す る.昭和基地接岸の後,観 測 ・設営の資材
919トンを輸送するとともに居住棟,汚 物処理棟,非常発
電棟,大 型短波 レーダの建設を行 う.
昭和基地周辺の野外調査としては,ラ ングホブデにお
ける海氷圏生物調査のほかリュッォ ・ホルム湾沿岸での
地学,生 物,海 洋,測 地調査を行 う.
越冬観測では,気 象,電 離層,潮 汐な どの定常観測及
一¶限7
びモニタリング研究観測を継続 し,また,プ ロジェク ト
研究観測 として,宙 空系の 「南極域熱圏 ・中間圏へのエ
ネルギー流入 と大気変質の研究」,気水 圏系の 「極域大
気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関する研究」,
?
?
」
→
tr
??? ?㍊
?
南極 に向けて出発 した 「しらぜ」
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地学系の 「南極..大陸の進化 ・変動の研究」,生物 ・医学系
の 「南 極環境 と生物 の適応 に関 する研究」 な どの観測 を
行 う.
ドームふ じ観測拠 点 におい ては,気 水 圏系 の氷床 ドー
ム深層 掘削の継続,掘 削孔検層,雪 氷表.面観 測 などを行
う.
設営 面で は,セ スナ機 を越冬運 航 し,観 測,調 査 な ど
に活用す るほか,環 境保 全の諸作業 を行 う.
第37次隊 と第38次隊の交代は,2月.ヒ旬 を目途に行 い,
「しらせ」は2月 中旬頃昭和 基地 を離 れアム ンゼ ン湾に向
い,往 路派遣 した地学調査隊 を ピ ックア ップ した後,海
洋観 測 を行 いつつ帰 途につ き,3月19日 ホバ ー ト,3月
23日シ ドニ ーに寄港,4月13日 東 京 に帰港 する予 定であ
る.
なお,第37次 越 冬隊,第38次 夏 隊 員は,3月28日 シ
ドニーか ら空路帰 国する,
氏名
所属 職
招へ い期 間
石,F究言果.題
外国人研究員の紹介
シグファス ヨハ ン ジャンセ ン
(Si鱒sJ6hannJohnsen)
外 国人研 究員
ア イスラン ド大学理学 部 ・教授
平成8年10月3日 ～平 成9年1月31日
グリー ンラン ド氷床 コア に関す る研究
研究所出版物
南 極 資 料Vol.39,No.2(July1995,p.79-204)
Vol.39,No.3(Novemberl995,p.205-330)
Vol.40,No.1(March1996,p.1-123)
Proceedings　of　the　NIPR　 Symposium　on　Upper　Atmo-
　 　 　 　 　 sphere　Physics
　 　 　 　 No.　9,　86　p.　February　1996
Proceedings　of　the　NIPR　Symposium　on　Polar　Meteorolo-
　 　 　 　 gy　and　Glaciology
　 　 　 　 No.　9,　209　p.　September　l995
Proceedings　of　the　NIPR　 Symposium　on　Antarctic
　 　 　 　 Geosciences
　 　 　 　 No.　8,　282　p.　October　l995
Proceedings　of　the　NIPR　 Symposium　on　Antarctic
　 　 　 　 Meteorites
No.9,249p.March1996
Proceedingsofしhe　NIPR　 Symposium　on　Polar　Biology
No.9,348p.February1996
JARE　 Data　Reports
No.　208　(Upper　Atmosphere　Physics　13):　Upper　atmo-
　 　 　 　 sphere　physics　data　obtained　at　Syowa　Station　in
　 　 　 　 1993,　by　Y.　Tonegawa,　K.　Rokuyama,　Y.　Makita,
　 　 　 　 Yang　Huigen,　A.　Kadokura　and　N.　Sato.　201　p.
March1996.
No.　209　(Upper　Atmosphere　Physics　l4):　Upper　atmo-
　 　 　 　 sphere　physics　data　obtained　at　Syowa　Station
　 　 　 in　1994,　by　N.　Obara,　Y.　Wakino,　M.　Kubota,　1(,
　 　 　 　 Iwasaki,　H.　Nishimura　and　A.　Kadokura.　207　p.
　　　　　　March　l996,
No.2ユ0　(Seismology　30):　Seismological　bulletin　of　Syowa
　 　 　 　 Station,　Antarctica,　1994,　by　K.　Nawa　 and　M,
　 　 　 　 　 Kanao.　84　p.　February　l996.
No.　21　1　(Glaciology　25):　Glaciological　data　collected　by the
　 　 　 　 　35th　Japanese　Antarctic　Research　Expedition
　 　 　 　 during　1994-1995,　by　T.　Shiraiwa,　Takashi　Saito,
　 　 　 　 Takeshi　Saito,　H.　Sh('ji,　Y. Taguehi,　T.　Abo,　Y.
　 　 　 　 Yamamoto,　Y.　Inagawa,　K.　Yokoyama　 and　O.
　 　 　 Watanabe.　69　p.　March　1996.
No.　212　(Ionosphere　55):　Radio　observation　data　at　Syowa
　 　 　 Station,　Antarctica　during　1994,　by　K　 Iwasaki
　 　 　 　 and　M.　Ichinose.　197　p.　March　1996.
No.　213　(Ionosphere　56):　HF　field　strengしh　data　measured
　 　 　 　 at　Syowa　Station,　Antarctica　from　January　to
　 　 　 December,　1994,　by　M.　Ichinose　and　K.　Iwasaki,
15p.Mareh1996.
No.　214　(Marine　Bielogy　22):　Report　on　the　phytoplank-
　 　 　 　 ton　pigments　measured　during　the　JARE-30
　 　 　 　 cruise　to　Syowa　Station,　Antarctica,　November
　 　 　 1988　to　March　l989,　by　Y.　Watanuki,　T.　Suzuki
　 　 　 　 and　M.　Fukuchi.　181　p.　Mareh　l996.
No.　215　(Marine　Biology　23):　Report　on　the　phytoplank-
　 　 　 　 ton　pigments　measured　during　the　JARE-31
　 　 　 cruise　to　Syowa　Station,　Antarctica,　November
　 　 　 　 l989　to　March　1990,　by　T.　Konno,　T,　Suzuki　and
　 　 　 　 M.　Fukuehi.　70　p.　March　1996.
No.　216　(Marine　Biology　24):　Report　on　the　phytoplank-
ton　pigmenしs　measured　during　the　JARE-32
　 　 　 　 cruise　to　Syowa　Station,　Antarctica,　November
　 　 　 　 1990　to　March　1991,　by　T.　Kuramochi,　T.　Suzuki
　 　 　 　 and　M.　Fukuehi.　184　p.　March　1996.
No.　217　(Marine　Biology　25):　Report　on　the　surface　phyto-
　 　 　 　 plankton　pigments　 measured　 during　the
　 　 　 　 JARE-33　 cruise　to　Syowa　Station,　Antarctica,
　 　 　 　 November　l991　to　March　1992,　by　T.　Odade,　N.
　 　 　 　 Harada,　T.　Suzuki　and　M.　Fukuchi.　101　p.　March
1996.
No.　218　(Marine　Biology　26):　Report　on　the　surface　phyto-
　 　 　 　 plankton　pigments　 measllred　during　the
　 　 　 　 JARE-34　 cruise　to　Syowa　Station,　Antarctica,
　 　 　 　 November　 1992　to　March　1993,　by　M.　Ishii,　T.
　 　 　 　 Suzuki　and　M.　Fukuchi.　206　p.　March　1996.
No.　219　(Marine　Biology　27):　Report　on　the　phytoplank-
　 　 　 　 ton　pigments　measured　during　the　JARE-35
　 　 　 　 cruise　to　Syowa　Station,　Antaretica,　November
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1993　to　March　l994,　by　M.　Kawachi,　T.　Suzuki
and　M.　Fukuchi.　184　p.　March　1996.
Antarctic　Geological　Map　Series
　 　 　 　 Sheet　34:　Brattnipene,　1/100000,　with　explanato-
ry　text,　by　Y.　Osanai　etα1.　29　p.　with　7pL
March1996,
人 事 異 動
平成8年10月1日 付 け人事異動
転 入
塩 原 国 貨 南極圏環境モニ タリング研究センター
助教授
(気象庁気象研究所気候研究部
第三研究室主任研究官)
採 用
齋 喜 徳 史 管理部会計課用度第.・係
平成8年10月16日 付 け人事異動
採 用
遠 藤 信 彦 事業部観測協力室設営総括係
インターネ ッ トによる
WWWホ ームページを開設
この度,国 立極 地研 究所で は,イ ンター ネ ッ トに よる
WWWホ ームペー ジを開設 して,国 立極地研究所の研究
活動等の情報 を広 ぐ一般 に紹介 するこ とがで きる よ うに
なりました,
ホ ー ム ペ ー ジ の ア ド レ ス　 (URL)　 は,
http:〃www.nipr.ac.jp/Welcome-j.htmlです.
来 訪 者
3月13日 ～3月23日 　 Dr.　BERKMAN,　P.A.　(オハ
イオ州立大学 バー ドポ ーラー リサ ーチ セ ンター准
教授)
3月17日 ～3月24日 　 Dr,　VINJE,　T.　(ノルウェー極
地研 究所 主任研究官)
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3月19日 ～3月23日 　 Dr.　BENGSTON.　J.　(米国大気
海洋局国立海洋漁業サ ー ビス研 究所 主任研 究員)
3月26日～3月30日 　 Dr.　ELSTER,　J,　(南ボヘ ミア大
学生物科学 部助教授)
4月18日～4月 四 日　 Dr.　LIU,　X.　(デンバー大学研究員)
4月22日 ～4月23日 　 Prof.　KHALTAR,　D.　(モンゴ
ル科学 ア カデ ミー地球物理学研 究 セン ター所 長)
6月7日 　 Dr.　KROEHL.　H.　(米国大気海 洋局太陽地
球物理部長)
6月200～6月26日 　 Prof.　RANGARAJAN,　G.　(イ
ン ド地球磁気学研 究所 教授)
6月24日 ～6月29日 チ ョウ ・ソン ミン　(Dr.　Choe
Seung-Min)　(韓国海洋研究所研究員)
6月24日 ～6月29日 董 兆乾　(Prof.　Dong　Zhao-
qian>　(中国極地研 究所長)
劉 瑞源　(Prof.　Liu　Ruiyuan)　(同教授)
楊 志華(Mr.　Yang　Zhihua)　(中国南極観測事
務局計画部門主任)
藁 為様(Mr.　Qin　weijia)　(同科学技術部 門副
主任)
6月24日 ～7月23日 楊:重 根　(Dr.　Yang　Huigen)
(中国極地研究所助手)
7月1日 ～7月12日　 Mr.　DARGAVILLE,　R.　(メルボ
ル ン大 学学 生)
7月19日 ～8月20日　 Mr.　ROPERT-COUDERT,　Y.
(フラ ンス科学研 究庁 生理生態エ ネル ギー学 セ ン
ター学生)
7月21日 ～7月22日 　 Prof.　TYLER,　A.　(アラス カ大
学 海洋学部 長>
Prof.　ALEXANDER,　V.　(同大学 海洋学 部教授)
7月26日 ～7月30日 劉 光 日　(Prof.　Yoo　Kwang-
11)(漢陽大学校教授)
8月15H～12月11日　 Prof.　STAUFFER,　B.　(ベル ン
大学教授)
8月23日 ～9月19日 　 Prof.　BRANAGAN,　D.F.　(シ
ドニ ー大学 名誉研究 員)
8月23日 楊 恵根　(Dr.　Yang　Huigen)　(中国極 地研
究所助手)
8月31日 ～9月6日 　 Prof.　CHASHECHKIN,　Y.　(ロ
シア科学 アカデ ミー力学問題研究所教授)
9月2日 ～9月3日 　 Dr.　JAGATILEKE,　S.　(セイロ ン
科学技術研 究所研究員)
9月10日 ～9月11日 　 Dr.　FERRARIO,　M.　(ラプラ
タ国立大学研究員)　Dr.　URCIUOLI,　A.　(同大
学研 究員)
9月22日 ～9月29日 　 Dr.　HERBER,　A.　(アル フ レ
ッ ドウェゲナー極地海洋研 究所研究員)
9月27日 ～10月10日　 Dr.　LEWIS,　R.　(英国南極調査
所 主任研 究員)
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観測隊だより
13日には ドームふ じ補給 旅行隊がS16を出発 し,そ の
後順調 に旅行 を続 けている,
昭和基地
9月前半 は,概 ね穏 やかな天気が続いたが,後 半には18
～20日 にA級 ブ リザー ドがあ った,ま た,24日 と29日
にC級 ブリザ ー ドがあ り,不 安定 な空模様 であ った.日
中の明 るい 時間は,長 くな り野外活動 も活発 になっ てき
た.
沿岸旅行 は,生 物 ・地球物理 の観測のためスカー レン ・
パ ッダ ・ラングホブデ方面 に,計6回 実施 された,
ドーム補 給旅行の ため櫨へ の物 資搭 載作業 が行わ れた
が,準 備 中 にブ リザ ー ドに襲 われ,埋 まった権 の掘 り出
に労力 を割かれ た.
観測 部門の業務 もほぼ順調 に実施 されている.気 象部
門では,新 旧 ゾ ンデ比較の ための試験 放球 やオ ゾンゾ ン
デの飛揚 も実施 した.地 球物理 部 門の航 空磁 気観測 も範
囲を広 げつつある.
10月は,曇 りや雪 の 日が多 く,ま た,オ ゾン全量 が 目
立って下 がって きてい る.
10日には,S16上空 を旋 回 中の ピラ タス機が,雪 面 に
接 触,昭 和基 地に無事着 陸 したが,機 体の一部 を損傷 し
た,隊 員 には怪我 もな く幸 いで あった.
ドームふ じ観測拠点
9月 に入 り寒 さは峠 を越 え,日 差 しは強 くなって きた,
上 旬 には,ブ リザー ドが来襲 した もの の穏 やかな天候が
続 いた.
氷床深層掘削 は,深 度が増 すにつれ トラブルがでて き
てお り,こ の月の掘削深 度は160mに留 ま った.19日 に
は2165m深に達 し,ア メ リカ隊 がバ ー ド基 地で掘 った
2164mを越 え,南 極で はボス トー ク基 地に次 ぐ深 さとな
った.
10月に入 り,再 び順調 に掘 削で きる ようにな り,月 末
には2300m深に達 した.コ ア現場解析 は順 調に経過 した.
アイスレーダー観測 も開始 され,良 好 なデー タを得た.
この装 置で,掘 削孔 を上 下す る ドリル を捉 える ことに成
功 し,氷 床 の電波伝搬速 度の検証 に展 望が開け た.そ の
他高層気象ゾ・獺 測池 上オゾ・酬 ・エ・・ゾ・レサ ●
ンプ リング等の観測 も順 調 に経過 した,
設営 部門 による,基 地の維 持 ・運営 も順 調 に経過 して
お り,隊 員の健康面 で も大 き く問題 になる ようなこ とも
な く,元 気 で越冬生活 を楽 しんで いる
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風速(MeanWindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.
　 Wind　speed,　10-min.mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gusし)(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　(1flO)
快 晴 日数(Number　of　dear　days)
昭和基地
(Syowa:89532)
10月(Oet.)
-10 .9
-L9(30日)
-22 .7(14日)
980.3
2.0
72
7.5
30.2(16日,NE)
37.4(16B,NE)
8.6
0
ll月(Nov,)
-5 .9
十 〇.2(15日)
-18 .0(4日)
99L3
2.8
68
7.0
25.5(23日,NE)
31.2(16日,　ENE)
6,8
3
ドームふじ観測拠点
10月(Oet.)
-58 ,7
-44 .4(2日)
-72 .3(8日)
590.3
5ユ
9.1(5日,SW)
9.4(5日,SW)
1.O
l4
11月(Nov.)
-44.0
-32.4(29日)
-60.5(1日)
605.3
5.2
10.8(14日,E)
12.2(14日,E)
4.0
5
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第38次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成8年ll月13日 現 在
区分 担当分野 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 歴 等.
隊 長 山 内 恭 24.9.28 国立極地研究所南極圏環境モニタリ 東 京 都 第20・28次 越冬隊
(兼越 冬 ング研究セ ンター
隊長) (文部教官 教授)
副 隊 長
(兼越 冬
副 隊 長)
金 戸 進 26.1.6 気象庁観測部
(運輸技官)
北 海 道 第19・28次 越冬隊
.
電 離 層 小 関 淳 43.4.28 郵政省通信総合研究所 北 海 道
定 (郵政技官)
気 象 江 崎 雄 治 36.2.19 気象庁観測部 福 岡 県
(運輸技官)
常 〃 松 島 功 37.10.27気象庁観測部 三 重 県
(運輸技官)
観
il 栗 田 邦 明 37.12.17気象庁観測部
(運輸技官)
山 形 県
〃 木 津 暢 彦 38.2.20 気象庁観測部 富 山 県
測 (運輸技官)
〃 中 嶋 哲 二 38.8.6 気象庁観測部 大 阪 府
(運輸技官)
宙 空 系 竹 内 智 29.12.19山梨大学工学部 秋 田 県
(文部教官 助教授)
り 大 川 隆 志 34.6.6 気象庁地磁気観測所 宮 城 県
(運輸技官)
,■ 瀬 戸 口 正 38.9.8 郵政省九州電気通信監理局 鹿児島県
(郵政技官)
研 気水圏系 本 山 秀 明 32.6.13 国立極地研究所研究系 東 京 都 第31次 夏隊 ・第34
(文部教官 助手) 次越冬隊
ll 平 沢 尚 彦 35.9.29 国立極地研究所情報科学セ ンター 愛 知 県
究 (文部教官 助手)
〃 林 政 彦 35.11.3 名古屋大学太陽地球環境研究所 神奈川県 第32次越冬隊
(文部教官 助手)
〃 深 津 徹 37.6.24 郵政省東海電気通信監理局 静 岡 県
観 (郵政技官)
〃 川 村 泰 史 43.10.19奈良女子大学 奈 良 県
測 地 学 系 東 敏 博 23.3.1 京都大学大学院理学研究科(文部教官 助手)
京 都 府
It 金 尾 政 紀 39.12.25国立極地研究所研究系 福 岡 県 第33次越冬隊
(文部教官 助手)
生 物 ・ 瀬 戸 浩 二 40.2.7 島根大学総合理工学部 広 島 県
医 学 系 (文部教官 助手)
一一ーーーー一 .一一.一 一ーー一一 一 ー 一.. . 一ー一..
機 械 槌 井 正 一 23,1.2 国立極地研究所事業部 兵 庫 県 第29次越冬隊
(文部技官)
〃 塩 崎 修 27.3.9 室蘭工業大学工学部 北 海 道
きル (文部技官)眠
〃 佐 藤 洋 一 37.6.29 国立極地研究所事業部 福 島 県
(文部技官)
ク 本 光 秀 明 44,9.18 京都大学施設部 京 都 府
(文部技官)
〃 関 口 豊 45.11.7 国立極地研究所事業部 新 潟 県
(文部技官)
〃 荒 井 昭 彦 47.3.16 国立極地研究所事業部 宮 城 県
(文部技官)
通 信 石垣 伸 太郎 17.6.5 国立極地研究所事業部 沖 縄 県
(文部技官)
〃 田 中 結 37.1.10 海上保安庁警備救難部 秋 田 県
(海上保安官)
〃 西 平 亮 44.8.13 国立極地研究所事業部 広 島 県
(文部技官)
営 調 理 西 村 淳 27.5.15 海上保安庁警備救難部 北 海 道 第30次越冬隊
(海上保安官)
〃 鈴 木 博 之 37.5.1 国立極地研究所事業部 東 京 都 第30次越冬隊
(文部技官)一一ーーーーーーーーーー ーーーーーー一
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○越冬隊
区分 担当分野 氏 名
生年月 日
(昭和) 所 属
本 籍 隊 経 歴 等
医 療 福 田 正 人 26.7.17 国立極地研究所事業部 北 海 道
(文部技官)
Tt 山木 戸 英 人 28.12.14国立極地研究所事業部 広 島 県
書几 (文部技官)醜 航 空 成 田 徹 34.7.17 国立極地研究所事業部 東 京 都
(文部技官)
ク 河 端 道 郎 40.3.16 国立極地研究所事業部 兵 庫 県
(文部技官)
〃 山 下 智 幸 44.11.10国立極地研究所事業部 長 野 県
(文部技官)
環境保全 小 関 多賀美 41.5.28 国立極地研究所事業部 福 島 県
(文部技官)
設営一般 工 藤 久 男 24.12.14国立極地研究所事業部 東 京 都
(文部技官)
ク 松 本 功 33.3.21 東京学芸大学経理部 東 京 都
営 (文部事務官)
〃 北 田 克 治 39.2.15 国立極地研究所事業部 京 都 府
(文部技官)
〃 菅 原 仁 41.2.26 国立極地研究所事業部 神奈川県
(文部技官)
○夏 隊
区分 担当分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 歴 等
副 隊 長 山 岸 久 雄 24.10.11国立極地研究所研究系 東 京 都 第19・26次越冬 隊
(来夏隊長) (文部教官 助教授) 第36次夏隊
定 海洋物理 及 川 幸四郎 28.6.6 海上保安庁水路部(海上保安官)
宮 城 県 第37次夏隊
常 海洋化学 岩 本 孝 二 25.8.29 海上保安庁水路部 東 京 都 第24次夏隊
観 (海上保安官)
測 測 地 大 滝 修 35.10.17国土地理院測地部(建設技官)
東 京 都
宙 空 系 千 葉 修 41.7.8 国立極地研究所事業部 長 野 県
(長野 日本無線株式会社)
研 地 学 系 石 塚 英 男 27.9.17 高知大学理学部 石 川 県 第27次夏隣
(文部教官 助教授)
〃 高 田 将 志 34.7.13 奈良女子大学文学部 東 京 都
(文部教官 助教授)
究 〃 三 浦 英 樹 40.7.19 国立極地研究所研究系 北 海 道 第37次夏隊
(文部教官 助手)
〃 石 川 正 弘 42.3.15 横浜国立大学教育学部 宮 城 県 第33・34夏 隊
観
生 物 ・ 市 川 秀 雄 31.7.11
(文部教官 助手)
北海道大学農学部 北 海 道
医 学 系
〃 小 達 恒 夫 33.10.28北海道大学水産学部 埼 玉 県 第33次夏隊
測 (文部教官 助手)
〃 加 藤 明 子 43.2.4 国立極地研究所研究系 千 葉 県
(文部教官 助手)
設営一般 吉 田 治 郎 22.3.10 国立極地研究所事業部 千 葉 県 第20・26・30次 越
(文部技官) 冬隊
設
ク 柳 田 正 洋 34.8.11 国立極地研究所事業部
(文部技官)
神奈川県
〃 今 田 武 彦 38.1.5 国立極地研究所事業部 東 京 都 第37次夏隊
(文部技官)
〃 篠 原 元 40.3.18 国立極地研究所事業部 新 潟 県
(文部技官)
.■ 河 野 広 幸 40.10.19文部省学術国際局 東 京 都
営 (文部事務官)
〃 池 田 眞 一 42.5.25 国立極地研究所事業部 鹿児島県
(文部技官)
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○夏隊同行者
区 分 氏 名
生年月 日
(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 歴 等
交 換 李 院 生 1956. 中国極地研究所 中 国
科 学 者 5.9 (助教授)
〃 D酬Pe旋rZawar也1969. オーストラリア国立大学地球科学教室 ニュー ジー ランド
9.20 (特別研究員)
報 導 芹 沢 伸 生 39.12.12株式会社産業経済新聞社東京本店 埼 玉 県
写真報道局
〃 宮 嶋 茂 樹 36.5.30株式会社文藝春秋 兵 庫 県
週刊文春編集部特派カメラマン
大学院学生 鈴 木 里 子 44.12.8 総合研究大学院大学数物科学研究科 東 京 都
極域科学専攻
〃 外 田 智 千 45.7.31 総合研究大学院大学数物科学研究科 熊 本 県
極域科学専攻
● °南極条約による交換科学者(派 遣)(ドイツ'ノ イマイヤー基地)
専門分野 氏 名 矯 郡 所 属 本 籍 隊 経 験 等
地 質 学 白 石 和 行23.9.28国 立極地研究所研究系(文部教 官 教授) 神奈川県 魏'2レ31次 越
桑25・26次 夏 隊
○外国共同観測(中 国 ・中山基地)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
超 高層物理学
　 　 　 　　 ll
西 野 正 徳
佐 納 康 治
17.1.1
38.4.19
艦 影1讐 講親 境研究所
朝 日大学経営学部(講師)
愛 知 県
大 阪府
第8・19次 越 冬隊
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【極地豆事典】
北極の暖かな冬の嵐
北緯79度,東経12度.我が 日本ニ一汁ルスン観測
拠点のあるスピッツベルゲン島の北西にある半島のお
およその地図上の位置である.南極昭和基地よりも10
度ほど高緯度側に位置するにもかかわらず暖流の影響
で温暖であり,夏には日本の高山帯に見られるような
コケが緑 の芝生のように生い茂 り,その合間に色とり
どりの草花が咲 きほこる.こ れらの緑の植物に支えら
れ,菜食主義者のガン類が当地で子育てを行い,ト ナ
カイが生育し,さ らには肉食主義者のカモメ類,ホ ッ
キョクギツネが生活し,夏のニーオルスン周辺の丘や
谷間は人間以外の生命の息吹で満ち溢れる.
しかし高緯度ゆえ,9月 も中旬を過ぎると見る間に
夜が長くなり,10月半ばには完全な夜だけの世界に変
貌 以降3月頃までは太陽の姿を拝むことなく,暗 く
長い冬を迎えることになる.翼 という優れた移動手段
を持つ鳥たちは冬を迎える前に暖かな南へ旅立つもの
の,ト ナカイやホッキョクギツネのような四つ足動物
たちはこの島で余儀な く越冬しなければならない,は
たして彼 らにとって北緯79度の冬とはどんなものなの
であろうか?
ニーオルスンの面するフィヨルドのほぼ中央にある
小島に設置 した自動気象観測装置のデータによると,
夏は気温の変動が少なくおおむね氷点以上を維持して
いるのに対 して,極 夜の冬の気温は一30度以下から
氷点以上まで,実 に35度もの大きな変動幅で周期的
に変化 していることがわかる.(図).冬は寒さと暖か
さが繰 り返 して訪れる季節なのだ.1995年11月下旬,
翌年1月 中旬や2月下旬の真冬に氷点以上の気温を記
録 した期間の気圧を見ると,おおむね1000hPa以下,
時には970hPaの台風並みに気圧が下が り風速 も強 ま
っていた.こ れらは真冬の温暖な気温が低気圧の通過
に伴 って生じたものであることを物語っている.真冬
の嵐は暖かい,ら しい.実 際,冬 に雨が降ることはニ
ーオルスンで冬の観測を行っている人か らも報告され
ているし,1993年には記録的な大雨が冬の初めにあっ
たとも伝 え聞いている.さて,こ んな嵐は生 き物だち
に歓迎されるべきものなのかが,大 きな疑問である.
雪解けが始 まったばか りのニーオルスンで観測の機
会を得た折 り,半島周囲の小旅行をしたときのことで
ある.シ ギ類 などの小鳥が群れ,ホ ッキ ョクギツネが
走 り回っている場面に出くわした.周囲 を良 く見ると
そこに動物が掘 り返 したような跡 もある.駆 け寄って
みると哀れトナカイの骸 と対面することとなった(写
真).冬の初めに起こった大雨 とその後の寒波の到来
が,彼 らの越冬期間の餌 を厚い氷の層で覆い隠 して し
まったため,トナカイの採餌努力 も空しく行 き倒れて
しまったらしい.その周辺には必死の餌探索活動 も空
しく倒れた トナカイの死体が数個体横たわっていた.
いずれも,すでにほかの動物に利用 され,白 骨状態で
あった.輪廻転生,冬 の嵐は暖かくとも,厳 しく生 き
物だちの生存に確実に作用 している.
鳴
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雪解 けであ らわになったスバールバル トナカ イの骸.内 臓や肉 ・皮
はす でにほかの動物に食べ られて しまい,骨 と毛だ けが残 っていた,
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ニーオルスン観測拠点が面するフィヨルドにある小島で連続観測した気温と気圧変化記録
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